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1974年國學院大學文学部文学科卒業。
79年同大學大学院文学研究科博士課
程後期単位取得満期退学。専門は平
安時代文学。文学部長、副学長を経
て2019年より現職。

　明治15（1882）年に神道・国学の教育機関として創
立された「皇典講究所」を基に設立された國學院大學。
1890（明治23）年公示の「國學院設立趣意書（1）」には、
国史・国文・国法を中心に学び、海外百科の学問を網羅兼
修する旨が書かれています。140年以上にわたって連綿
と続く歴史の背景には、日本文化を学び、他の国の在り方
を学び、未来を見据える姿勢があります。
　現在は、文学部・神道文化学部・法学部・経済学部・人
間開発学部・観光まちづくり学部の6学部13学科を擁し、
それぞれの学問分野から、日本と世界への理解を深める学
びを展開。国際化、多様化が進む現代において、他者への
理解と尊重を併せ持った共生社会を創り出す人材の育成を
目指しています。

物
事
の
本
質
を
追
究
す
る
学
び
を
通
し
て

自
ら
未
来
を
ひ
ら
き
、
生
き
抜
く
た
め
の

「
問
い
直
す
」
力
を
養
う
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不
断
に
「
問
い
直
す
」
営
み
が

新
た
な
知
の
創
造
に
つ
な
が
る

　
「
も
っ
と
日
本
を
。
も
っ
と
世
界
へ
。」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
國
學
院
大
學
。
令

和
４
年
度
か
ら
の
中
期
５
カ
年
計
画
で
は
、

「
知
の
創
造
。
日
本
を
見
つ
め
、
未
来
を

ひ
ら
く
」
と
い
う
将
来
像
を
打
ち
出
し
、

「
問
い
直
す
」「
学
び
合
う
」「
共
に
生
き
る
」

を
教
育
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

大
学
は
単
な
る
知
識
の
伝
達
の
場
で
は

な
く
、
教
員
と
学
生
、
学
生
と
学
生
と
が

共
に
学
び
合
い
、
知
を
日
々
新
た
に
す
る

と
と
も
に
、
既
存
の
知
を
問
い
直
し
、
知

を
創
造
す
る
場
で
す
。
針
本
正
行
学
長
は
、

「
問
い
直
す
」
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
多
く
の
面
で
向
上
さ
せ
、
学
び

の
手
段
も
多
様
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

人
間
を
危
う
い
未
来
に
導
く
可
能
性
も
否

め
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
。
知

識
の
量
で
は
す
で
に
人
間
を
超
え
て
お
り
、

質
問
を
投
げ
か
け
る
と
数
秒
で
回
答
が
あ

り
ま
す
。
デ
ー
タ
分
析
も
ア
イ
デ
ア
提
案

も
レ
ポ
ー
ト
作
成
も
し
て
く
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
利
点
の
裏
に
は
、
人
間
の
思

行
し
、
地
域
経
済
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。「
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
」
は
、

日
本
各
地
の
地
域
社
会
が
持
つ
奥
深
い
歴

史
文
化
へ
の
理
解
と
、
地
域
の
環
境
・
社

会
・
経
済
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

分
析
・
解
決
す
る
能
力
を
備
え
、
地
域
社

会
の
活
力
と
し
て
貢
献
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
す
学
部
で
す
。

　

そ
の
大
き
な
特
色
は
、「
地
域
社
会
が

協
力
し
て
個
性
を
磨
き
、
地
域
の
応
援
団

を
増
や
す
。
応
援
団
が
地
域
経
済
を
回
し
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
」
と
い
う
好
循
環

を
作
る
こ
と
を
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と

捉
え
、
地
域
に
根
差
し
た
学
び
を
行
っ
て

い
る
こ
と
。
学
生
た
ち
は
各
地
に
足
を
運

び
、
理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
学
ん
で
い

ま
す
。

　
「
開
設
後
、
３
年
目
を
迎
え
、
地
域
と
の

連
携
も
徐
々
に
増
え
て
い
て
、
学
生
発
の

企
画
が
発
足
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
成

果
が
表
れ
始
め
て
い
ま
す
」（
針
本
学
長
）

　

そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
が
、
４
年
間

を
通
じ
て
学
ぶ
演
習
科
目
で
す
。
１
年
次

後
期
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視

し
た
選
択
必
修
科
目
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
が
ス
タ
ー
ト
。
ゼ
ミ
ご
と
に
、
日
本

三
大
名
泉
の
一
つ
・
草
津
温
泉
や
、
災
害

考
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
隠
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
が
、
Ａ
Ｉ
の
回
答
や
教
科
書
に

記
さ
れ
た
内
容
に
身
を
委
ね
ず
、『
問
い

直
す
』
こ
と
な
の
で
す
。
問
い
直
す
と
は

物
事
の
本
質
に
迫
る
行
為
で
あ
り
、
次
な

る
課
題
を
生
み
出
す
契
機
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
自
分
や
、
自
分
の
中
に

眠
る
潜
在
的
な
力
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

も
な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、「
共
に
生
き
る
」
こ
と
に
つ
い

て
、
國
學
院
大
學
の
特
色
で
あ
る
す
べ
て

の
学
生
が
日
本
文
化
を
学
ぶ
と
い
う
点
に
、

共
生
社
会
へ
の
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
針

本
学
長
は
言
い
ま
す
。

　
「
一
例
と
し
て
、
全
学
向
け
の
共
通
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
  （2）

の
國
學
院
科
目
群
で
は
、

『
神
道
と
文
化
』『
日
本
文
化
を
知
る
』『
國

學
院
の
学
び
』
な
ど
日
本
文
化
の
理
解
に

直
結
す
る
科
目
が
多
数
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
日
本
文
化
に
お
け
る
基
礎
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
文
化
を
学
ぶ
こ
と
は
、
他
者
が

育
っ
て
き
た
文
化
や
歴
史
を
尊
重
す
る
姿

勢
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
表
れ
始
め
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

　

私
た
ち
が
よ
っ
て
立
つ
日
本
の
源
流
を

た
ど
り
、
固
有
の
文
化
や
歴
史
を
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
國
學
院
大
學
の
学
び
。
そ

れ
は
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
４
月
に
開

設
さ
れ
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
」
の

根
底
に
も
流
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
一

極
集
中
な
ど
の
影
響
に
よ
り
過
疎
化
が
進

（1） 國學院設立趣意書
　皇典講究所開校式（明治15年11月）における
初代総裁有栖川宮幟仁親王の告諭には「凡學問
ノ道ハ本ヲ立ツルヨリ大ナルハ莫シ」と示され
ている。これは、物事の本質を究明すること
（「本ヲ立ツル」）が学問の道において重要であ
ることを意味する。その後、明治23年7月に皇
典講究所初代所長の山田顕義伯爵が公表したも
のが「國學院設立趣意書」である。日本および
世界各国の文化・歴史・国の在り方を研究した
上で、日本の在り方を問い直すことの重要性が
示されている。

（2） 共通教育プログラム
　「自らのアイデンティティの確立」「生涯の学
習に必要なスキルの獲得」「主体的な社会参加
に必要な知識・スキルの修得」を目的に設けら
れた全学向けの科目です。國學院大學では共通
教育プログラムでの学びを通じて、学生が身に
つけることができる12の能力を「学修成果参照
基準（RS：Reference Standard）」として定め、
これに基づいて体系的に授業科目を編成。國學
院科目群、言語スキル科目群、STEM（Science、
Technology、Engineering、Mathematics） 系
科目群、シチズンシップ科目群、専門教養科目
群、ライフデザイン科目群の6つの科目群を設
けています。これらを修得することは、専門科
目を学修することとあわせて、知的に豊かな生
活を送ることを可能とするものといえます。

復
興
に
取
り
組
む
岩
手
県
陸
前
高
田
市
な

ど
を
訪
問
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
を
学
ん
で
い
ま
す
。
必
修
科
目
の
「
観

光
ま
ち
づ
く
り
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
も
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
で
地
域
を
訪
れ
、
課
題
を

探
り
、
解
決
策
を
地
域
に
提
案
。
持
続
可

能
な
地
域
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

夏
季
休
暇
に
は
「
夏
期
海
外
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
」
を
実
施
。
海
外
の
世
界
遺
産
や

現
地
の
大
学
を
訪
れ
、
異
文
化
体
験
を
通

じ
て
学
問
的
な
知
見
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た

学
生
か
ら
は
、「
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
を
訪
問
し
、

現
地
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
多
様

な
価
値
観
や
文
化
を
学
び
た
い
と
思
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
令

和
６
年
度
は
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
で
、
各
６

日
間
の
日
程
で
実
施
予
定
で
す
。

多
様
な
国
際
交
流

「
世
界
を
知
る
」
学
び
も
充
実

　

目
的
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
留
学
・
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
も
國
學
院

大
學
の
特
色
で
す
。
授
業
を
休
ま
ず
異
文

化
体
験
を
す
る
な
ら
夏
期
・
春
期
短
期
留

学
、
し
っ
か
り
語
学
力
を
身
に
つ
け
る
な

ら
、
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
（
１
学
期
間
）
や

協
定
留
学
（
半
年
〜
１
年
間
）
が
選
択
肢

と
な
り
ま
す
。

　

国
際
性
を
身
に
つ
け
る
手
段
は
留
学
だ

け
に
限
り
ま
せ
ん
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
に

よ
る
英
会
話
講
座
「English Lounge

」、

日
本
文
化
を
世
界
に
発
信
で
き
る
知
識
・

技
能
を
養
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
た
交
換
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交

流
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
も
多
様
な
国

際
交
流
を
実
現
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
を
推
進
す

る
た
め
、
針
本
学
長
は
次
の
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
他

者
を
理
解
・
尊
重
し
た
う
え
で
、
共
生
社

会
を
主
体
的
に
生
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
は
本
学
の
大
切
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

今
後
は
、
共
生
社
会
を
創
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

や
地
域
か
ら
人
が
集
ま
り
、
多
様
な
価
値

観
が
混
ざ
り
合
い
、
共
に
学
び
合
う
キ
ャ

ン
パ
ス
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

難
関
試
験
に
挑
む
「
Ｋ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
」

な
ど
手
厚
い
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

　

就
職
に
関
し
て
も
、
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
一
般
企
業
へ
の

就
職
に
は
、
早
い
う
ち
か
ら
仕
事
の
現
場

を
訪
問
す
る
「
業
界
別
体
験
イ
ベ
ン
ト
」

や
、
大
手
優
良
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ

る
説
明
会
「
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
に

加
え
、〝
國
學
院
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

観光まちづくり学部の専門教育科目の流れ

國學院大學

モニュメント「翔」が学生を出迎える
（渋谷キャンパス）

導入期
﹇
学
び
の
流
れ
﹈﹇
ゼ
ミ
と
演
習
﹈

基礎期 発展期
基本的な学習法、
地域の見方や
調査法を知る

1類 社会

メソッド科目

導
入
科
目

展
開
科
目

実践を支える調査分析手法やデザイン手法を学ぶ

関連科目 観光や交流を学ぶ上で、関連する他の専門分野について学ぶ科目（博物館学課程を含む）

トピックス科目 観光まちづくりの実践により近い分野の専門家や実務経験豊富な講師を招き、
より実践的な話題に触れる講義

地域をとりまく社会の構造及び
社会意識の実態や課題を学ぶ
基礎 発展

2類 資源 地域をとりまく歴史・文化、自然など
地域固有の資源の在り方と保全管理を学ぶ
基礎 発展

3類 政策・計画 地域の空間構造を踏まえた将来像の構想や
働きかけに有効な具体的政策及び計画の在り方を学ぶ
基礎 発展

4類 交流・産業 地域を主体とした域内外の交流の在り方と
その関連産業がもたらす経済効果を学ぶ
基礎 発展

必修科目
導入ゼミナール

地域の特性や
課題を把握・分析する

選択必修科目
基礎ゼミナールA・B

必修科目
観光まちづくり演習Ⅰ

地域の構想・提案をつくる

必修科目
必修科目
観光まちづくり演習Ⅲ
必修科目
専門ゼミナール（3年通年）

観光まちづくり演習Ⅱ
必修科目
卒業研究（4年通年）

年次1 年次2 年次3 年次4

学修の集大成としての
卒業研究

ほ
し
い
企
業
〞
２
０
１
社
を
ま
と
め
た
冊

子
「
企
業
大
研
究
」
を
配
付
。「
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
・
内
定
者
ア
ド
バ
イ
ス
会
」
で
は
ア
ポ

イ
ン
ト
を
取
ら
な
く
て
も
、
ブ
ー
ス
を
ま

わ
る
だ
け
で
國
學
院
大
學
出
身
の
先
輩
社

員
に
そ
の
企
業
の
話
を
聞
け
る
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
本
番
さ
な
が
ら
の
模
試
受

験
や
、
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
模
擬

面
接
指
導
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
ま
た
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

を
目
指
す
学
生
に
は
、
全
学
共
通
実
践
的

キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｐ
」

を
設
置
。
講
義
だ
け
で
な
く
、
留
学
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
挑
戦
も
支
援
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
家
公
務
員
総
合
職

や
公
認
会
計
士
な
ど
に
挑
む
学
生
に
は

「K-PLAS

」
を
提
供
。
こ
れ
は
難
関
試
験

突
破
を
目
指
す
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、「
公
認
会
計
士
コ
ー
ス
」
で
は

日
商
簿
記
検
定
３
級
・
２
級
合
格
を
、

「
国
家
公
務
員
総
合
職
コ
ー
ス
」
で
は
宅

地
建
物
取
引
士
と
行
政
書
士
合
格
を
中
期

目
標
と
し
て
設
定
。
各
資
格
を
取
得
し
な

が
ら
１
〜
４
年
次
ま
で
無
理
な
く
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

各
コ
ー
ス
と
も
条
件
を
満
た
し
、
学
内
選

考
試
験
を
通
過
す
れ
ば
、
奨
学
生
と
し
て

専
門
家
に
よ
る
授
業
を
無
償
で
受
講
で
き

ま
す
。

2/4（火）：英語外部試験利用型を実施
1一般入試A日程（全学部統一）内に新設。
2  英語検定試験スコアが出願条件。
3  独自試験は2科目で受験可能。本学独自の外
国語試験は無し。

※ 2/4学部学科特色型との併願は不可。
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